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代表取締役 立川 宏樹

株式会社 たちかわ

真に価値ある商品を通し、心豊かな暮らしと、人と人との心の触れ合いに貢献する

• エンゲージメント調査 スコア ： 各カテゴリー 平均3.5ポイント以上 （～202８年１月）
• スタッフ1人当たり売上高 : ２０２４年1月期比 25％アップ （～202８年１月）

◆ デジタル技術活用による業務の脱属人化と効率化を図ることで、スタッフがより一層健康的に、
ワークライフバランスを保ちながら働ける職場環境を実現します

◆ データ利活用による現行事業の発展を図りながら、社会のニーズに応える新事業に挑戦することで、
会社の持続的な成長を実現し、スタッフが長く安心して働ける会社を目指します

➢ フェーズ１（現在 ～ 2024年９月）

❏ 経営理念

❏ DX推進体制

❏ DX推進目標

❏ DXビジョン（２～３年後にありたい姿）

❏ DX戦略・施策

戦略 「業務の脱属人化と効率化の更なる推進」
◆ 導入済みシステムの利用定着を進め、業務の脱属人化を実現します
◆ 昨年来進めているペーパレス化を継続的に推進し、更なる業務効率化を図ります

施策 • システム利用定着状況を確認し、必要に応じてフォローを実施
• 一部残存するアナログ作業（入庫管理や発注管理、給与明細の発行等）の効率化可否を検討し、
可能な場合はシステム/ツール導入等の対応実施

➢ フェーズ2（20２４年１０月 ～ 20２６年１月）

戦略 「データ利活用による戦略的・効率的な事業運営の推進」
◆ データ利活用による戦略的・効率的な事業運営を行い、現行事業の成長を実現し、新規事業へ挑戦
するための土台固めを行います

施策 • 過去の入荷・販売実績等のデータ収集・分析による需要予測の実施
（データ分析ツールの活用を検討）

• 需要予測に基づく、最適な発注計画の作成

➢ フェーズ3（20２６年２月 ～ 20２８年１月）

戦略 「社会からのニーズに応える新規事業への挑戦」

◆ 社会からのニーズに応える新規事業へ挑戦し、時代の変化に強い会社を目指します

施策 • 経営理念に基づき、新規事業を通じてどのような価値を社会に提供するか検討
• デジタル技術の活用も視野に入れ、新たに挑戦する事業を検討
• 新規事業立ち上げに向けた計画策定・実行

• DX推進においては、代表取締役を実務執行統括責任者とします
• 推進責任者を1名任命し、DX推進の具体的な取り組みにおける中心的役割を担います

（※）

（※）エンゲージメント調査 : 職場や仕事に対する従業員の考え方やモチベーション、人間関係、会社への愛着度や貢献意欲等を客観的に確認するアンケート調査。
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